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新新語

十番勝負

新新語

十番勝負

　「グローバリゼーション」の反対語で、ものや金が国境を越える動きが止まり、それぞれの国の国内
でしか環流しない動きのこと。リーマンショック以後、欧米の銀行は海外の資金を自国に引き上げ、そ
の金に期待していたロシアや中国、中東などは、突然の資金難で立ち往生になっているといいます。

ディグローバリ
ゼーション

　サイクリングなどをしながら受ける風によって、発電・充電できる充電器のこと。自転車に乗るとき
腕に巻いたり、ハンドルなどにとりつけておくと、自転車の走行につれて発電し、内蔵バッテリーに蓄
電します。付属品のアダプターを使って携帯電話などにも使用できます。

風力発電式
充電器

大阪自治労連結成20周年（1989年　
～2009年）に寄せて

　1946年生まれ。高槻市労組初代執行委員
長。勤務評定の一時金反映阻止の闘いでは、
当局から不当処分を受けながらも先頭に立っ
て奮闘してきました。現在、高槻市労組副委
員長、高槻・島本労連事務局長。

困
難
な
中
で
も

困
難
な
中
で
も

自
治
労
連
に
結
集
し
て

自
治
労
連
に
結
集
し
て

　

１
９
９
０
年
４
月
に
自
治
労

連
に
結
集
す
る
労
働
組
合
と
し

て
高
槻
市
労
組
が
誕
生
し
ま
し

た
。
来
年
４
月
に
は
20
周
年
を

迎
え
る
こ
と
に
な
り
、
時
の
流

れ
の
速
さ
に
驚
き
を
感
じ
て
い

ま
す
。
全
労
連
が
結
成
さ
れ
た

時
、
当
時
の
竹
下
首
相
が
「
連

合
を
抱
擁
し
た
い
」
と
い
う
あ

い
さ
つ
を
送
り
、「
連
合
」の
会

長
が
、「
全
労
連
は
２
年
で
つ

ぶ
す
」
と
公
言
し
た
の
は
有
名

な
話
で
す
。
こ
う
し
た
攻
撃
の

も
と
で
の
運
動
は
困
難
を
極
め

ま
し
た
が
、「
労
働
組
合
の
平

等
取
り
扱
い
」
を
求
め
、「
地

域
住
民
の
繁
栄
な
く
し
て
自
治

体
労
働
者
の
幸
福
は
な
い
」
と

い
う
自
治
労
連
の
方
針
に
結
集

し
て
闘
っ
て
き
ま
し
た
。

全
大
阪
、
兵
庫
か
ら

全
大
阪
、
兵
庫
か
ら

仲
間
が
支
援
に

仲
間
が
支
援
に

　

高
槻
市
労
組
の
さ
ま
ざ
ま
な

闘
い
の
中
で
も
、「
勤
務
評
定

の
一
時
金
反
映
阻
止
」

の
闘
い
は
、
思
い
出
深

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

１
９
９
６
年
12
月
に
当

局
か
ら
提
案
さ
れ
た
こ

の
制
度
導
入
に
対
し
、

徹
底
し
た
職
場
か
ら
の

反
撃
で
、
当
局
を
大
き

く
包
囲
し
ま
し
た
。
自
治
労
市

職
労
が
「
容
認
」
の
姿
勢
を
示

し
た
も
と
で
、
職
場
か
ら
は

「
一
時
金
反
映
反
対
、
両
組
合

は
最
後
ま
で
闘
え
」
と
の
職
場

決
議
を
、
昼
間
に
職
場
ま
わ
り

を
し
な
が
ら
作
り
上
げ
、
87
職

場
、
１
２
０
０
人
が
同
意
す
る

運
動
へ
と
発
展
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
自
治
労
連
弁
護
団
に

よ
る
意
見
書
の
提
出
、
住
民
向

け
ビ
ラ
の
配
布
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
開
催
な
ど
多
彩
な
取
り
組

み
で
導
入
阻
止
の
運
動
を
大
き

く
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
し
か

し
、
当
局
は
１
年
後
の
12
月
に

導
入
を
強
行
し
ま
し
た
。
こ
れ

に
対
し
、
時
間
内
に
食
い
込
む

集
会
で
抗
議
し
、
全
大
阪
や
兵

庫
県
か
ら
も
仲
間
が
激
励
に
来

て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
昨
日
の

よ
う
に
思
い
出
し
ま
す
。

闘
い
の
経
験
を

闘
い
の
経
験
を

後
輩
に
も
伝
え
て

後
輩
に
も
伝
え
て

　

こ
う
し
た
闘
い
が
で
き
た
の

も
、
自
治
労
連
に
結
集
し
、
基

本
を
は
っ
き
り
さ
せ
て
、
原
則

的
に
闘
っ
て
き
た
か
ら
だ
と
確

信
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
も
、
勤
務
評
定
で
不

当
に
も
〝
Ｃ
評
価
〞
に
さ
れ
た

職
員
や
組
合
員
の
問
題
を
取
り

上
げ
、
制
度
を
空
洞
化
さ
せ
る

取
り
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
後
、
当
局
は
「
制
度

的
に
問
題
あ
り
」
と
し
て
、
一

時
金
へ
の
反
映
を
廃
止
し
ま
し

た
。
現
在
で
も
こ
れ
は
許
し
て

い
ま
せ
ん
。

　

高
槻
市
は
地
方
「
行
革
」
推

進
の
モ
デ
ル
都
市
と
も
い
わ

れ
、
人
員
配
置
で
も
厳
し
い
実

態
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
非
常

勤
職
員
も
多
く
、「
格
差
是

正
、
雇
い
止
め
ス
ト
ッ
プ
」
な

ど
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

今
日
ま
で
の
経
験
を
後
輩
に
伝

え
、
自
治
労
連
・
高
槻
市
労
組

運
動
を
大
き
く
し
て
い
く
た
め

に
、
必
要
な
休
息
も
し
な
が

ら
、
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

福田　譲二さん

タ
テ
の
カ
ギ

❶
敵
状
を
○
○
○
○
す
る

❷
乾
布
○
○
○
、
貿
易
○
○
○

❸
↑
↓
年
少

❹
手
柄
と
罪
。
○
○
○
○
半
ば
す

❺
天
皇
な
ど
か
ら
贈
ら
れ
る
優
勝
杯

❻
つ
が
い
、
そ
ろ
い
。
○
○
を
な
す

❽
○
○
○
○
先
に
立
た
ず

10
○
○
に
５
万
を
超
え
る
大
観
衆

12
着
メ
ロ
の
着
っ
て
何
の
略
？

13
和
尚
が
ポ
ク
ポ
ク
と
叩
き
ま
す

14
夜
目
遠
目
○
○
の
う
ち

15
土
曜
と
日
曜
を
縮
め
た
言
い
方

16
形
は
醜
悪
だ
が
美
味
な
魚

17
父
と
子
。
○
○
家
庭

19
○
○
海
空

20
○
○
相
応
の
暮
ら
し
を
す
る

ヨ
コ
の
カ
ギ

❶
お
い
で
お
い
で
と
○
○
○
○
す
る

❹
自
説
に
○
○
○
す
る

❼
故
人
の
○
○
○
分
配

❽
↑
↓
先
輩

❾ 

ダ
ニ
な
ど
の
駆
除
に
○
○
○
○
○
○

○
を
撒
く

11
ゲ
ゲ
ゲ
の
鬼
太
郎
な
ど
の
仲
間

13
３
割
３
分
３
厘
３
○
○

14
一
人
だ
け
○
○
の
外

15
○
○
を
食
ら
わ
ば
皿
ま
で

17
↑
↓
豊
作

18
固
く
握
っ
た
拳
。
げ
ん
こ
つ

21
↑
↓
直
後

22
○
○
は
急
げ

応
募
の
方
法

　

ハ
ガ
キ
に
「
解
答
」「
組
合
名
」「
職

場
名
」「
氏
名
」「
住
所
」を
書
い
て
、

送
っ
て
く
だ
さ
い
。
ハ
ガ
キ
の
余
白

に
紙
面
の
感
想
、
職
場
の
で
き
ご
と

や
近
況
な
ど
を
一
言
書
き
添
え
て
い

た
だ
け
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。

　

解
答
者
の
中
か
ら
抽
選
で
５
人
に

図
書
カ
ー
ド
を
お
く
り
ま
す
。「
声
」

は
「
読
者
の
声
」
と
し
て
紙
面
に
掲

載
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

送
付
先

〒
５
３
０―

０
０
４
１
大
阪
市
北
区

天
神
橋
１
丁
目
13―

15　

大
阪
グ
リ

ー
ン
会
館
４
階　

大
阪
自
治
労
連

「
お
お
さ
か
自
治
体
の
仲
間
」編
集
部

応
募
の
締
め
切
り
／
８
月
31
日

正
解
と
当
選
者
の
発
表
／
２
０
０
９

年
９
月
号
の
紙
面
に
掲
載

５
月
号
ク
イ
ズ
の
正
解
と
当
選
者

　

２
０
０
９
年
５
月
号
「
ク
ロ
ス
ワ
ー

ド
ク
イ
ズ
」
の
正
解
は
「
カ
キ
イ
チ
ジ

キ
ン
」
で
し
た
。
各
職
場
か
ら
40
通
の

解
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
抽
選
で
次

の
５
人
の
み
な
さ
ん
に
図
書
カ
ー
ド
を

贈
呈
し
ま
す
。（
敬
称
は
省
略
）

▼
多
々
納
辰
夫
（
大
阪
府
職
労
）、
▼

北
浦
夏
子
（
岸
和
田
市
職
労
）、
▼
初

田
光
慶
（
高
石
市
職
労
）、
▼
今
井
裕

子
（
東
大
阪
市
職
労
）、
▼
米
倉
美
香

（
枚
方
市
職
労
）

５月号の解答
「カキイチジキン」

（解き方）二重ワクの文字
を並べ替えて意味の通る
言葉にしてください。

出題者：山本汎昭さん

ヒント：今年こそ大幅な引き上げを！

◆◆読者の声読者の声◆◆
■
「
お
き
プ
ロ
」
全
国
か
ら
１
２
０
０
人
は
す
ご
い
！
私

も
昔
は
ダ
イ
ビ
ン
グ
、
カ
ヌ
ー
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
青
年
で
し

た
。
最
近
は
腰
痛
・
肩
こ
り
・
視
力
低
下
と
物
忘
れ
が
ひ

ど
く
過
去
の
栄
光
は
ど
こ
へ
や
ら
。

 

　

市
川　

悦
久
（
松
原
市
職
労
）　

■
「
お
き
プ
ロ
」
の
写
真
（
６
月
号
掲
載
）
を
み
て
、
楽

し
そ
う
で
、
行
け
ば
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

 

　

初
田　

光
慶
（
高
石
市
職
労
）　

■
お
給
料
が
安
く
、
今
年
は
夏
の
ボ
ー
ナ
ス
も
少
な
く
な

っ
て
し
ま
っ
て
（
元
が
少
な
い
の
で
、
あ
ま
り
変
わ
ら
な

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
）
夏
休
み
ど
う
す
る
か
、
い
ろ
ん

な
雑
誌
な
ど
で
研
究
中
で
す
。

 

　

長
行
司　

純
子
（
八
尾
市
職
労
）

■
仕
事
の
合
間
に
、
学
校
内
の
畑
に
、
さ
つ
ま
い
も
、
ト

マ
ト
、
き
ゅ
う
り
、
ゴ
ー
ヤ
、
し
そ
、
な
す
び
、
な
ど
植

え
て
、
収
穫
の
時
期
を
楽
し
み
に
、
日
々
水
や
り
、
草
抜

き
に
奮
闘
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
今
の
私
の
楽
し
み
で

す
。
仕
事
に
来
る
の
も
楽
し
く
な
り
ま
す
ョ
〜
。

 

　

山
本　

方
子
（
大
東
市
職
労
）　

■
今
年
４
月
か
ら
働
い
て
い
る
新
米
の
看
護
師
で
す
。
覚

え
る
こ
と
が
多
く
、
毎
日
い
っ
ぱ
い
い
っ
ぱ
い
…
。
ク
ロ

ス
ワ
ー
ド
ク
イ
ズ
は
深
夜
勤
務
の
空
い
て
い
る
時
間
に
先

輩
と
協
力
し
て
完
成
さ
せ
ま
し
た
！

 

　

北
浦　

夏
子
（
岸
和
田
市
職
労
）

キ ツ チ ヨ ウ 　 カ コ
ユ リ 　 ジ サ ボ ケ
ウ 　 カ ジ 　 ツ 　 ジ
カ イ チ ユ ウ 　 シ ユ
イ 　 イ ク ド ウ オ ン
　 ラ ク ゴ 　 イ 　 シ
キ ツ サ 　 ケ ツ ジ ヨ
ト ク 　 バ イ ト 　 ク

勤
評
の
一
時
金
反
映
阻
止
で

勤
評
の
一
時
金
反
映
阻
止
で

職
場
の
多
数
世
論
を
つ
く
る

職
場
の
多
数
世
論
を
つ
く
る

大
阪
自
治
労
連
、
公
務
共
闘
の
仲
間
が
か
け
つ
け
た　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

勤
評
の
一
時
金
反
映
阻
止
を
求
め
る
高
槻
市
役
所
前
決
起
集
会
（
１
９
９
７
年
）


